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火星の地

質学.

④

8･火星の暗色地帯(い身)ゆる海)一従来の物理観

測にもとづく性質

火星の表面には前回にのべた明るく輝やく砂漠地帯

と並んでもう一つ暗い模様の“海"とよばれる地域カミ

ある.この“海"は火星表面の写真撮影カミすすんで

火星面の地形の大部分カミかたり詳しくわかってきた今日

その実態カミ大きな問題となっているのであるが長年観

測者たちに親しまれてきた“暗い部分"カミほぼ一定の

模様をなして存在しつづけていることも事実である.

また“海"よりも小さい暗い部分もたくさんあり

“湖"とか“泉"“湾"といった名でよばれている.さ

らに多くの話題をよんできた“運河"もこれらと同

様の暗色模様の一部に入れることができる.

これらの暗い模様の主体を狂す“海"とよばれる部分

は火星面の望遠鏡写真や観測にもとづいてつくられた

地図から判断すると主として火星面の南半球の部分に

集中していることがわかる.す狂わち海のもっとも

暗い部分であるシレｰンの海(MareSiremm)キンメ

リア人の海(MareCim1merium)チュレニｰの海(Mare

Tyrrhemm)大シュノレテス(Sy工tisMlajo･)サバ人の

湾(SinusSabaeus)などはおおまかにいって緯度O｡

から南緯30｡のあいだにわたる帯を形成しているのが

いちじるしい特徴である(第1図).

北半球の部分には海は少恋くあってもそれらは孤立

していてつなカミっていない.もっとも大きいものは

アキタリアの海(MareAcida1ium)で頂点が南方へ向

いた三角形の形をしている.

小森.長生

このような海カミ地球の海のように水をたたえた海で

ないことほもちろんである.それは物理観測などか

ら確かめられているしいまさらここで詳しくのべるま

でもないことであろう.

それならば月ρ海とくらべてみたらどうであろう.

月の海は明らかに黒い色の玄武岩質溶岩で埋められた

岩石平原で陸の地域とは岩石の性質からも地形の

うえからもはっきり区別される.そして月の海の大

きな形態的特徴はそれが巨大た円形(環状)構造をし

ていることである.

このような月の海の特徴を火星の海と比較してみる

と火星の海は形態的に月の海とだいぶ異なっている

ようにみえる.す匁わち火星の海の多くは円くはた

く細長い形をしているものカミ多いのである.むしろ

陸とよばれる明るい地域のほうが円い形をしているも

のが多い(その典型はヘラス盆地だと)のである.こ

れは月のばあいとはまったく逆の関係である.かつ

てある天文学者カミ火星の写真や地図のネガフィルムが

月面の写真によく似ているということをいっていたが

いわれてみると怒るほどと思うくらいである.

このようなわけで火星の海を月の海と比較して論ず

ることにもいろいろと問題があり月の海から火星の海

を安直に類推することはできない.

とするといよいよ火星の海とは一体何なのかとい

うことになってくる.

いままで長年火星の眼視観測をつづけてきた

天文学者や観測家の声を総合すると

多くの

ひと

口に海といってもそれはげっして単純な

単調なものではない.

まず海の部分の色であるがこれが人

によってさまざまにみえるらしい.口径

の小さい望遠鏡ではたいてい青味がかっ

た灰色にみえるていどであるカミ大口径の

望遠鏡になると美しい青色や緑色にみえ

てくることが多くまたその濃淡にもさ

まざまな程度があることがわかってくる.

たとえばスライファｰ(E.C.SLIP亘囲)

をはじめとする多くの観測者は海の色は

青色(b1uish)だと主張している.どこ

第1図ロｰウェル天文台撮影の写真にもとづいてつくられた火星地図.暗色帯の大部分

は赤道から南緯30｡ぐらいまでのあいだに帯状にひろがっている.�
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ろがカイバｰ(G.P.KUIP皿R)はそ

れは緑と青の中間的な色だと主張して

いる.

さらに最良の写真のネガの詳しい

観察と注意深い眼視観測によれば

海の模様はけっして一一面にユニフォｰ

ムなものではなく全体に細かい粒状

の斑点のようなものの集まりにみえる

のである.このことは火星の海の

実体を解明していくうえに重要な事実であるように思

われる.

また物理観測によるデｰタは重要なことを教えて

くれている.すなわちspect工｡metricと｡o1orimetric

な観測によるデｰタは海と陸のスペクトノレのエネルギ

ｰ分布がよく似ている(陸のほうのカｰブが少しするど

いというちがいはあるが)ことを示している.さらに

海の偏光曲線のカｰブも陸のそれとほとんどかわらな

いのである.これらの観測事実は火星の海と陸は

いずれも表土の性質は同じであるらしいことを示してい

るものである.となると海の部分の暗いものは一

体何者なのであろうか.

第2図太シュルチスの季節による形の変化､南半球の冬には左の図のように太く短かい

が夏になると右端の図のようにやせて納長くなる.

さて火星の暗色部で興味深いのはそれらの形態や

色のさまざまな変化である.その変化にはふつうつ

ぎの3つのタイプがみられる.

①火星の1年ごとにくり返される規貝11的な季節変化

②不規則衣季節変化だとえば毎年春に同じ地域にあらわれ

る変化

③急激におこるはっきりとした永年的変化

まず毎年みられる規則的な季節変化は暗色帯の色

の変化である.たとえばスライファｰはそのもっ

ともげんちょな例としてパンドｰラ海峡(Pandorae

Fretum)の変化をあげた.この地域は夏に怒るとも

っとも暗さをましその占める面積は海峡とほぼ平行

して走るサバ人の湾と同じくらいの100万krn2くらいに

怒る.それカミ秋から冬にかけてこの地域は周囲の明

るい地域と区別がつかなくなるくらい色あせてしまうの

である.

これと同じよう校変化は他の地域でもいろいろとみ

られる.火星面を全体的にながめてみるとこの模様

の濃度の変化は極冠の消長と深い関係がある.

つまり極冠が縮小しはじめるとともにそのまわり

から模様カミレだいに濃くなりそれがつぎつぎと低緯度

におよんでいくのである.すなわち火星の世界の冬

から春のはじめ頃には暗色の海は淡い青灰色にみえて

いるが極冠がとけはじめるとそのまわりを青黒い環カミ

とりまきそのへんから海の色は青緑色をまして濃くな

っていく.暗黒化の波はだんだん低緯度へおよんでい

き夏ごろには模様はもっとも色濃くなる.秋になる

と全体に色あせて灰褐色となり冬にはまたもとの淡い

青灰色にもどるのである.

この模様の暗黒化の波はほぼ一定の速度(約30k㎜/

目)で拡がっていくのでこれをよく“促進波"などと

よぶことカミ多い.もっとも促進波の通りすぎる場所

によって濃度にはいろいろなちがいもありふつう赤道

近くの暗色帯がもっとも欠きた濃度を示している.高

緯度や温帯の中緯度の暗黒地域は赤道地域と同じ濃度

に発達するカミそれは短期間のみで促進波の通過後は

ふたたび明るい地域にもどってしまうことが多い.

このような大規模な濃度の変化や色の変化のほかに

部分的な変色や濃度の変化は各地におこっているらし

くなかには急な特殊な季節変化を示すものもある

らしい.

また濃度や色の変化ばかりでなく模様の形や大き

さの変化も注目すべきものがある.たとえば大シュ

ノレテスの三角形は南半球の冬には幅広く太くみえるが

夏になると細長くやせ細ってしまうという季節的変化

はよく知られている(第2図).ウェヌスの海も春に

は真黒いっりがね形をしているカミ夏から秋にかけてひ

ろカミりやカミて角はって不規則な五角形になることが

観測のうえから知られている.

つぎに不規則な第2のタイプの変化としてはつぎ

のものがよく知られている.奉節の変化によってト

ト(Thoto)カシウス(Casius)ウトピテ(Utopia)

ネペンテス(Nepentes)校どの地域が濃くなったり淡

くなったり変化する･また長期間に､くりかえす不規

則な変化として有名なものに太陽の湖'CSg1isLacus)

の形の変化がある.別名“火星の眼玉"とよばれてい

るこの湖は第3図のように年女形が変わっていくが�
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策3図

:太陽の湖の永年変化.火星の眼玉･

…太陽の湖は永年のあいだにこん校に変

､.ヒする.

またいつのまにかもとの形にもどるのである.

さらについにはもとへもどることのない永年変化も

ときどきおこる･たとえばキンメリア人の海の西北

部のゴメｰル湾は近年いちじるしく肥大してきたとい

う観測がある.またユ950年までラエストリュゴン

の湾(Laestry90numSims)はキンメリア人の海の湾

とされていたがその後ラエストリュゴンの湾の南の部

分カミ突然に明るくなりはじめいまではラエストリュ

ゴンの湾はキンメリア人の海からははなれてしまってい

るなどである.

まうことはどうもなさそうである.砂あらしがすぎ去

ったあともこの模様カミもとのままはっきりと観察でき

るのはおどろくべきことである.

エピｰクは“火星の模様が砂ばく地帯に発生する

砂あらしによって消えてしまわないのはつねに成長を

つづけている何者かがあるからだ"といっている.

“つねに成長をつづけている何者"一これは当然植

物のような生物ではなかろうかということになってく

る.そこでつぎに火星の暗色部の生物説についてな

カミめてみることにしよう.

火星の海でもう1つ注意しておきたいこともある.

ドノレフユスは暗い地域の偏光に季節的な変化がおこる

ことを発見しているのである(第4図).すなわち泰

には異常な負の偏光があらわれ夏のおわりにむけて消

えていくのである･これは海の地域に光を散乱させ

る粒子の一時的な増加またはより大きな粒子の形成の

効果カミあらわれるものとされている.

以上のべたように火星の暗色部の変化にはじつにさ

まざまなものがありいちいちあげたらきりがたいほど

のたくさんの観測例がある.そのおもなものはたと

えば火星の観測家として有名な佐伯｣匹夫氏の著書｢火

星とその観測｣(恒星杜刊)などに記されているので

それらを参照していただきたい.

ところでこれらの暗色地域はこまかい不規貝肱変

化や局地的な永年変化は一応別にすれば毎年おこる季

節変化は決ったものであり模様の概形はいつも同じだ

ということができる.火星の表面ではしばしば強い

砂あらしがおこるがこの模様が砂あらしに埋もれてし
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第4図

火星の暗色地域の偏

光の季節変化.海

と陸のあいだの偏光

の相異か火星の太

陽中心経度の関数と

してあらわされてい

る(A.D0LL皿Us

1963による),

9･火星の海は植物地帯か?

じつは火星の海が植物地帯ではないかという考えは

かなり以前からありたえず議論カミたたかわされてきた.

それはロｰウェノレによって火星の人工運河説がとな

えられたころからとくにさかんになってきた.

たとえばドノレフユスはいろいろな植物の偏光を観測

しそれを火星の暗色帯の偏光と比較した.その結果

は地球上の高等植物の偏光と火星の暗色部のそれとは

一致しなかった･しかしある種の微生物については

火星の暗色帯とよく似た偏光曲線を得ることができた.

とくに地球上の氷河地域に生息する粉末状の藻類に一

致するということでたいへん興味深い結果として注目

された.

火星の海と地球上の植物の反射光のスペクトル測光分

析の比較はくり返しなされている.スライファｰ

(VM･SLIP肥R1924)やチｰホフ(G.A.TIKH0Y

1947)は火星のスペクトル中に葉緑素のバンドをさが

し出そうと試みたカミそれは失敗した.

カイパｰは赤外線スペクトノレを用いて火星の暗色

帯のspectrophotometricな研究をおこなったがそれ

第5図

高等植物(実線a)

O.5反射0･4ムヒ目ヒO.3(%0.2)0.1��a

�'�七

��0.40.60.81.01.21.左1.61.82.02.2波長(μ)

と地衣類(点線b)

の反射光のカｰブ.

高等植物では葉緑

素や水による特性

がいちじるしいが

地衣類は一様に平

らである(G.P.

KUIpER1952に

波長(μ)

よる),�
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によると海の地域のスペクトノレは地球上の高等植物

に特徴的な波長0.7<1<1.4μの領域の反射光の増大

を示さなかったのである(第5図).

チｰホフ(1946)は赤外線反射の極大は地球上の

植物ではきびしい気候をもつ極地や高山の植物ほどい

ちじるしく弱まっていることを発見した(第6図).コ

ケ類藻類菌類地衣類のようだ下等な植物ではこ

の極大を欠いている.これらの植物の反射率は0.5～

2.5μのはんいではまったく一定といってよいもので

ある.とくに地球上でもっともきびしい環境に生息

している地衣類(第7図)は反射スペクトノレにおいて

波長3.43μの吸収帯をもっというひじょうに特徴的な

性質を示している.このバンドは炭化水素の分子の

基本成分であるCH鎖のバイブレｰションをいみしてお

りたいへん重要な吸収帯である(第8図).

波長3～4μのあいだでは地球上の大気はきわめて透

明であるのでこのはんいの火星面の反射光の吸収帯は

しらべやすい.ところかふつう3.5μ近くの火星の

スペクトル強度は比較的低く吸収帯をしらべるのは困

難を伴う.ところがシントン(W.M.SlNT0N1959)

によれば波長3.4～3.7μの領域での火星の暗色部のス

ペクトルの中には3.43μ3.56μ3.67μの3つの吸収

帯がありそれらは火星の陸の地域のスペクトルには存

在しないことがわかった.

この発見は大きな注目をあび火星の暗色帯は地衣類

のよう放下等植物の拡がっている地帯ではたいかと広

第7図地衣類の一種･ウメノキゴケ(清水清氏撮影･撰供)
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第6図地球上の各種植物と火星の海のスペクトル反射曲線の比較.

オｰト麦(4)の反射曲線は急激に上昇している.これは暖

かい部分にあたるスペクトルをすべて放出していることを示す.

いっぽうトドマツの葉(3)とある種のコケ(2)は熱線

のほとんどをとりこんでしまう.その反射曲線は火星の海の

反射曲線(1)とよく似ている(G.A.TI亙H0v1946による).

く信ぜられるようになった.

ところがシントンはその後(1963)前の観測には

誤りがありCHバイブレｰションと判定したところは

地球大気中の重水分子による吸収であることカミわかった

といってその観測結果を破棄した.したがって現

在では火星の暗色帯が地衣類のようなものであること

を確証するデｰタはなく暗色帯の生物説は暗礁にのり

あげた形である.

このような結末になったとはいえ火星の海の生物説

はいまもってまったく否定し去ることはできない.

それはつぎのような厳然たる事実があるからである.

すなわち先にものべたように

①季節ごとにくり返す規貝1j的な変化

②強い砂あらしにも埋もれてしまわたいで

形があらわれること

③暗い地域の偏光に季節的な変化があること

いっももともとの

�
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反O.5

射

能0･4

勇0.3
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/禽

雄衣紗

厨の二種

/矯

づケの

2･93･O蔓･1.3･23･33･43･53･63･73･8赤外領域の3.4μ

波長(μ)

第8図

地球上の地衣類の

スペクトル反射曲

線の例.CHバ

イブレ･･一ションか

付近にみられる,�
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などでありとくに砂あらしに埋もれてしまわないでた

えず同じ形を保っているためにはたえず生長する何者

か(=おそらく植物のようだ生物体)カミあるからだと

考えるのが現在の時点ではもっとも理にか放っている

ように思えるからである.

さて火星の海の生物説に対しては当然反対の意見

もたくさんある.まず火星面の極度に希薄な大気と

きびしい気候条件では.下等な植物といえどもとうて

い生存できないであろう､という考えが一方では広くあ

るのである.とすると火星の暗色帯はどんな物質な

のか.たとえばマクロｰリン(D.B.McLAUG肌IN

1954)はかつて火星の暗色模様は火星の赤道地帯

をとりまいている火山から噴出した火山灰カミ強風に吹

き流されて火星の砂漠上につもりあのような模様をつ

くったのだととなえた一これは当時は新鮮な考えとし

て一部でもてはやされたが今日では多くの問題があ

ってとても受け入れられたい.

火星の暗色帯は岩石そのものの色だという考えもあ

る.たとえば月の海と陸のちがいのように火星の

海は玄武岩のような塩基性岩やもっと超塩基性のか

んらん岩などがそのまま露出しているところではない

かという考えである･わが国の京都大学花山天文台

長宮本正太郎博士も火星の暗色模様は火星内部のマ

ントノレ対流のパタｰンから生じ｡た対流のわき出し口に

できた塩基性の岩石の地域であるとの考えをのべられ

たことがある.

火星の海カミ岩石や鉱物の色だという考えは無生物的

な考えとしてはもっともふつうの考えであろう.しか

しこれにもいろいろ困難カミ伴う.それは岩石や鉱

物の色だとすると先にのべた季節による規則的な色や

濃度の変化などはどう説明したらよいのだろうか.

“促進波"などという現象は何とも説明しにくいもの

である.また暗色模様が砂あらしに埋もれてしまわ

ないこともどう説明したらよいか困ってしまう.も

っともこれについては暗色模様の海の地域がまわり

の明るい陸のところよりも地形的に高いところで暗色

～緑色の岩石の表面カミ砂あらしに埋まりにくくなって

いると考えれば一応の説明はつく.しかしこれにつ

いても第2回自にのべたようにレ㌣ダｰ観測やマリ

ナｰの観測などから暗いところが必ずしも地形的に高

いところだとは限らずだいたいにおいて火星面の模

様と地形の起伏とのあいだには必然的な関係はなさそ

うだということがわかってきた現在'どうもぐあいあ悪

い説明である.

さらにまた海の物質を考えるうえにむずかしいこと

がある･それは今回の本稿のはじめのほうでのべたよ

うにスペクトノレ観測からみると痴も陸もスペクトル

のエネルギｰ分布はよく似ており偏光曲線のカｰブも

海と陸はほとんど同じ｡である.この事実から火星の

海と陸は表土の性質はいずれも同じであるらしいと思

われる.このことからみると海の暗い物質とは何な

のだろうか.

そこでもう1つ考えられることカミある.それは火

星の海も陸も本来は同じような性質の表土なのである

がたとえば両者では酸化の程度がちがうと考えるこ

とである､すなわち赤茶けた陸の部分は酸化第二鉄

を中心とした色暗い青～緑色の海などの部分は酸化

第一鉄の色だと考えるのである.しかしこの考えも

匁ぜあるきまった部分だけカミいつも第一鉄の色になる

のかと問われると困ってしまう.

マクロｰリンがかつて火山灰説を出.したとき火星の

海の緑色の原因は火山灰と大気の化学組成の相互作用

の結果であるといった.彼の意見によれば玄武基質

や安山岩質の火山灰には鉄とマグネシウムのけい酸塩

鉱物が多いので大気中に遊離酸素のない火星では炭

酸ガスが少量の水分とともにこれらの鉱物に作用して

緑泥石や緑れん石のような緑色の二次的鉱物に変化して

いるというのである.

マクロｰリンの火山灰説は今日では受け入れがたい

カミ火星の海がある種の風化作用によって緑泥石や緑

れん石に変わっているという可能性はあるかもしれ住い.

また火星の海には緑泥石や緑れん石のほかにも

各種の粘土鉱物ができている可能性もあるだろう.と

くに湿気や水分の吸着性の強いものがあるかもしれな

い.というのは極冠の氷がとけはじめるとそのま

わりの海の地域の緑色カミしだいに濃く校っていくという

現象は海の物質がすばやく水分を吸着して緑色に変

色していくからだろうと考えることカミできるからである.

水分の吸着性が強いものという点からいえばモンモ

リロナイトカミｰばんたろう.モンモリロナイトにはお

もしろい性質がありたとえぱベンジジン(H2NC固H壬

･C･H･NH･の化学式をもち白色～微帯赤色の結晶)

の水の飽和溶液をモンモリロナイトに加えると青色の

ベンジジン青を生ずる.このベンジジン青はベンジ

ジンが酸化されたときに生ずる特有の色である.した

がってこの反応はモンモリロナイトの有する一種の酸

化作用にもとづくものと考えられモンモリロナイト特

有の呈色反応として広くモンモリロナイトの識別に利

用されている.

そこで火星の海にモンモリロナイトのような物質が�



一31一

広くありある種の物質を吸着して青色や緑色に変わ

っていく可能性カミあってもよいだろうと思われる.

以上火星の海を中心とする暗色部の実体について

現在考えうることを一応全部ならべ立ててみた.この

どれが本当であるだろうか.あるいはこのどれも当っ

ていないかもしれない.現在のわれわれの火星の海に

関する知識はそのくらいあやふやなものである.私

としては植物説にまだ少なからぬ未練と魅力を感じて

いる.いずれ近い将来火星に軟着陸した探査体から

確かな情報が送られてくるだろうカミ私は今しばらくの

あいだささやかな夢をつないでおきたいと思うのである.

第9図

ロｰウェルのえがい

た細線運河(1905年)

10.運河の正体

ここで火星の暗色模様の中でも特異な存在としてし

ばしば話題をよんできた“運河"についてもふれてお

きたいと思う.

火星の表面に細長いすじのような模様がみられること

は1864年イギリスの観測者ドｰズ(W,R.Dawes)

の発見いらい何人かの観測家カミ注目してきたことであ

ったが何といっても多数の線状模様を見出して一躍

有名になったのはイタリアのミラノ天文台長スキアパ

レリ(1835-!910)である.

彼は火星面上に細長い線状模様が縦横にはりめぐら

されていることを観測しこれにカナリCanali(イタリ

ア語で“すじ"といういみ)と命名した(1877)､その

復すじの一部カミ平行した2本のすじに分かれる二重倍

加現象をも発見するにいたり当時の学界に大きな波紋

をまきおこしたのである.

これらの発見ははじめすべてイタリア語の論文で発

表されたため外国の学者に知られなかったカミフラン

スのフランマリオンがフランス語に訳して紹介するよ

う努めたためしだいに多くの人に知られるようになっ

た.ただこのときフランマリオンは“すじ"をい

みするカナリをフランス語のカナリ(すじ運河)と

訳した.ここまではよかったがこれがその後英語の

Cana1(運河水路)と訳されたためスキアパレリは

火星の運河(それも人工的なもの)の発見者だというこ

とになってしまったのである.英語に訳されるとき

Channe1とでもされれぱよかったわけであるがもうあ

との祭りであった.

スキアパレリのあと細線運河説を最も発展させた代

表的な人はアメリカのロｰウェノレ(1855-1916)であ

った.彼はスキアパレリ以上に多数の細線状のすじを

発見しこれらが交わる小斑点(オアシス)をも発見し

これらは火星にいる知能のすすんだ生物カミ建造した人

工的なものであると本気でとなえた(第9図).

しかしフランスのアントニアジはこの細線運河説

には徹底的に反論し“火星の運河はいずれも幅が広く

その外形は不規則がつ複雑であり気流のよいときに注

意して観察すると不規則な形の無数の斑点が集合した

ものであることがわかる"ととなえた(第10図･第11図).

これ以後細線運河論者と運河否定論者の長く激しい

論争がつづくのであるカミ今日の知識からみてわれわ

れは運河をどう解釈すべきなのであ今うカ).

氏'

1瀞紬一

��

0■000

第10図

火星の運河のスケッチ

の比較.エリシウム

地方の同じ場所である

茄左はスキアパレリ

右はアントニアジが画

いたもの,�



一32一

まず従来の眼視観測による意見は観測や解釈ス

ケッチなどにかなり個人差カミあるうえに個人の主観が

大きく影響している.したがってなかなかそのまま

承認できないものが多い.

そこで客観的には写真などを用いるのがよいことに

なるカミこの写真がまた難物で細部の模様はなかなか

うまく写らない.しかし1941年以後フランスのピ

ク･ド･ミディ天文台でのリオｰやドルフユスらによる

写真撮影で運河の一部は確かに写真にとられるように

なってきた.その後マリナｰ探査機などの撮影によ

っても一部ではあるが運河の姿カミ写真にうつされるよ

うになった.

このような新しい知識や最近の多くの観測家の意見

を総合するとつぎのようなことに在るだろう.すな

わち“運河"はたしかに存在はする.しかしそれ

はスキアパレリやロｰウェノレのいったような細線状のも

のではなくかなり幅の広い帯状のものである.しか

もそれは細かい斑点群の連鎖であるというのが実態で

本質的には海の部分と同じ性質のものである.したが

って結果的にはアントニアジの主張がかなり本質を

ついていたことになりそうである.

このようなわげで運河は今日では何も特別なものと

してみる必要はなく海の暗色模様と同質･同等のもの

と解釈してよく今後もそのような立場で議論をすすめ

ていってよいものであろうと思われる.

もっともごく一部の運河は宮本正太郎博士やソビ

エトの構造地質学者ベロウソフによってとなえられてい

たよう恋地溝帯であるかもしれない.マリナｰ9号

の撮影によって明らかになったCOprates大峡谷なども

そのよう祖ものに入るかもしれない.

11.本当の“海"はどこか?

さていままで2回にわたって議論してきた火星の

“陸"と“海"は一応従来の観測にもとづいて分けら

れてきた模様のことであった.

従来の観測からの推定では前々回にものべたように

火星の陸は月や地球の陸に相当するところで地形的に

高いところ海は月の海に相当する地形的に低いところ

であるとされてきた.もっともサガンらのいうよう

な逆の説もあったり先にのべたような形態的に不一致

な問題点もあったけれどもいずれにしても火星の陸

と海のちカミいを月や地球の陸と海のちがいにあてはめ

て同じように考えていこうという考え方には変わり

はなかった.

ところカミマリナｰ探査体の詳細な撮影やレｰダｰ

による電波観測恋とによって火星の陸と海の模様は

地形的な高低とあまり関係なさ'そうだということカミわか

ってきた.最近発表されたマリナｰ9号の撮影写真に

もとづく新しい火星地図ではますますそのことは明瞭

である.火星の海とか運河とよばれてきた暗色模様は

もはや地形や地質構造とは別ものの何かである.

とすると火星には本当の月の陸と海に相当するよ

うなグロｰバルな立場での地形的なちがいはないので

あろうか.否それはたしかに存在すると私は考える.

本稿第2回目(1973年2月号)に紹介した第2図･

マリナｰ9号撮影の写真にもとづく新しい火星地図と

それをもとに画いた第5図･火星面の地形区分図をもう

第ユ1図フランスのアントニアジがムｰトン天文台の83o皿屈折望遠鏡を用いて翻貝一1した火星σ)スケッチ.

①火星面の中央経度は左上より121｡右上197｡左下279｡右下346｡②火星面の中央経度は左上よリ76｡右上168｡左下231｡有下330回�
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一度見ていただきたい.NASAのマリナｰ9号TV-

ExperimentTea㎜もいっているようにこれらの図を

みてはっきりわかることは火星面は大局的にみてク

レｰタｰのひじょうに多い粗い地域と砂漠地帯のよう

な平坦なスムｰズな地域とに2大別できることである.

そしてこの2つの大区分は火星のそれぞれの半球にあ

てはまるものらしい.じつはこれこそ本当のいみで

の月の陸と海のちがいに相当する火星の陸と海とよ

ぶべき地形ではないだろうか.

大まかなかなり乱暴な議論を許していただければ

オリンピア山のまわりの広大た平坦な地域は月でいえ

ば雨の海からあらしの大洋にあたるようなところヘ

ラス盆地やアルキュレI盆地のような孤立した平坦な低

地は月でいえば危機の海とかうら側にたくさんある

サラッソイドのよう衣ものではないかと思われるので

ある.

ただこれらの平坦な地域が月の海のように黒くた

いのはやはり月とはちがった火星独自の進化や表面

の物理条件のちがいを考えながら検討しなければならた

いであろう.

こうして火星表面の地形区分やそれらの進化の問題

は新しい資料によってようやく研究の見通しか立って

きたところである.今後表面物質の採取･分析の実

現とあわせて地形学者･地質学者の関心が向けられる

ことを期待してやまない.

火星面の陸と海にかんする議論は一応このくらいで切

りあげて次回はいよいよ火星のクレｰタｰの問題に入

っていくことにしよう.(筆者は東京都立武蔵高校教諭)

地学と切手

者が農場に入りこんで定住した.農産物の値

段はうなぎ上りとなり16工一カｰの馬れい薯

が4万ドルにもなったが彼のストックはたち

まちなくなってしまい破産してしまった.

カリフォルニアの金100年と

カリフォルニア州創立100年記念切手

亙.⑭.

!848年のカリフォノレニアにおける砂金の発見は1850

年のカリフォノレニア州創立へとまたたくまに発展して行

った･新大陸への冒険者達のあこがれはアメリカ合

衆国の息吹きともなり多くのエピソｰドがまつわって

いる.

カリフォノレニアに最初に住みついた白人はドイツ生ま

れのズッタｰ(JohnAugustusSUTT囲)であり彼は

1839年サクラメントに白人最初の居住地を作りニュｰ

ヘルベチアと名付けた.カリフォルニアが1846年アメ

リカ合衆国に属した頃は彼は数千頭の半数百人の人夫

を使用し土地と富を所有していた.ところが1848年

の1月24日大工のチｰフだったマｰシャル(JamesW.

MARsHA皿)が水車の放水路で砂金を発見したことによ

り彼の運命はかたむいた.たちまち数カ月のうちに

数千人が海陸からカリフォルニアにやって来彼の使用

人は仕事をなげうって砂金さがしに熱中し一方無権利

一方サクラメントは一躍鉱業の中心となり

1850年のカリフォルニア創立とともに州都とな

った.1848年から1852年の間にカリフォノレニアの人口

は15,000から250,000になり同期間に採取された砂金

は2億ドルに達したという.物価上昇もものすごく

長靴1足が30ドルにもなったと伝えられる.旧大陸か

らカリフォノレニアの砂金を目指しでやってくる冒険者た

ちに対してはギリシア神話に黒海の奥の金羊毛皮を目

ざしてアルゴ号に乗り組んだ冒険者になぞらえてア

ノレコノｰトとかフォｰナイナイナｰスと一般に呼んだ.

ズヅタｰは無法者逮によって破産させられたことを最高

裁判所にまで持ち出したが支持されなくその後州議会

は彼に月250ドルを与えることにしたか彼は1873年に

カリフォルニアを去った･マｰシャルカミ砂金を発見し

たのは彼の再契約の10目前だったともいわれている.

砂金100年の3セント切手は1948年1月24目発行さ

れマｰシャル沸砂金を発見したコロマの水車放水路が

面かれている祉Sutter'sMi11,Co1oma,WhereJames

W.Marsha11's醐sco∀eryStartedRushofArgonauts

と記されている｡カリフォルニア州創立100年切手は

1950年9月9目発行で開析者と砂金採りカミ画かれてい

る.�


